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伊豆大島の地殻変動を調査するため、陸域観測技術衛星「だいち」の PALSAR データを用いた SAR

干渉解析を実施した。本解析で使用したデータは、ディセンディング軌道のパス 055 およびパス 058

において観測されたものであり、それぞれの観測に関するオフナディア角は 41.5°と 34.3°である。

長期間の地殻変動を効率良く検出するためには、観測間隔が長く、軌道間距離の短い干渉ペアを解析

する必要がある。そこで、パス 055 においては 2006 年 10 月 23 日と 2008 年 10 月 28 日（Pair1）、パ

ス 058 においては 2006 年９月 12 日と 2008 年９月 17 日（Pair2）の干渉ペアについて解析を行った。

本解析においては、島内の GEONET 観測点において得られている地殻変動と整合するように、長波長誤

差成分を補正している。また、気象庁メソ数値予報モデルから大気遅延量をシミュレートする方法を

用いて、大気遅延誤差を軽減した。以上の解析により得られた地殻変動を第 1図に示す。さらにノイ

ズを軽減するために、２つの干渉画像の平均を計算した（第２図(a)）。それぞれの干渉画像に関する

入射角は異なり、この平均による結果は平均した入射角（約 43 度）で観測したスラントレンジ変化（736

日間）とおおよそ等しい。 

東海岸付近に２cm を越えるスラントレンジ短縮が見られる。これは JERS-1 の干渉解析から求めら

れている膨張パターン（第２図(b)）1)と調和的であり、実際の地殻変動シグナルである可能性が高い。

また、その大きさを年平均で比較すると、同じ程度か、もしくは若干大きい程度である。これにより、

継続的に膨張が進行していることが SAR 干渉解析によっても確かめられた。 
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第１図 (a) Pair1 から得られた干渉画像。 (b) Pair2 から得られた干渉画像。 

Fig. 1 (a) Interferogram generated from Pair1. (b) Interferogram generated from Pair2. 
 

 

第２図 (a) Pair1 と Pair2 の干渉画像の平均から求めたスラントレンジ変化。(b)JERS-1 干渉解析に

よる 1994 年２月から 1996 年 11 月までの地殻変動を示す干渉画像 1)。 

Fig. 2 (a) Averaged interferogram obtained from Pair1 and Pair2. (b) JERS-1 interferogram showing crustal 
deformation from February 1994 to November 19961). 
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